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平成29年度熊本県立八代高等学校関東地区同窓会　開催要領
日　　時 平成29年９月２日（土）
 11時30分～14時30分
受付時間 １0時30分～
 ＊例年より早い開催となっております

会　　場 上野精養軒　３階　桜の間
 〒110-8715 台東区上野公園4-58　

TEL.03-3821-2181（代）
交　　通 JR上野駅公園口より徒歩5分
 地下鉄上野駅・京成上野駅より徒歩5分
 JR御徒町駅・地下鉄御徒町駅より徒歩12分

会費（年会費＋参加費）
年会費：2,000円　
参加費：30歳以上 男性・ 10,000円※

　             〃 女性・ 8,000円※

       　  20～29歳 男女共通・ 5,000円※

※事前振込は参加費を1,000円割引します。
学生（25歳まで）・全額無料（学生証要提示）

特別参加・夫婦割引
●八高同窓生以外の方、他地区の八高同窓会に所
属する方については、参加費のみをいただきます。

●夫婦で参加される場合は、参加費から一組あた
り 2,000 円を割引します。事前振込割引との併
用はできません。

●キャンセルの返金は１週間前までになります。
事務局にお問い合わせください。

＊出欠葉書は８月10日までに投函をお願いします。
＊同窓会に参加されない方も、年会費のご協力をよろしくお願い
致します。
＊同伴の方については、葉書の通信欄にご記入ください。
＊当日の飛び入り参加は大歓迎です。同窓生やご家族ご友人をお誘
いあわせの上、是非ご参加ください。

５階

盆
踊
り
で
ふ
る
さ
と
を
想
い
出
そ
う
 !!

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
？

昨
年
は
、
熊
本
地
震
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に
心
を
砕
か
れ
、
一
日
も

早
い
復
興
を
願
い
な
が
ら
ふ
る
さ
と
を
想
う
毎
日
で
し
た
ね
。

元
通
り
に
な
る
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
時
間
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ

で
も
地
元
の
方
々
の
頑
張
り
で
、
ふ
る
さ
と
は
以
前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
８
月
の
く
ま
川
祭
り
、
10
月
の
全
国
花
火
大
会
、
11
月
の

妙
見
祭
は
、
熊
本
地
震
復
興
祈
願
を
掲
げ
て
、
例
年
通
り
祭
典
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
昨
年
11
月
に
は
八
代
妙
見
祭
が
、
め
で
た

く「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
は
、
ひ
と
月
遅
れ
の
夏
祭
り
と
し
て
、
八
代
の
く
ま
川
祭

り
を
東
京
上
野
で
開
催
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
昔
、
八
代
厚
生
会
館
前
広

場
で
実
施
さ
れ
て
い
た
盆
踊
り
大
会
が
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら
は「
く
ま
川

祭
り
市
民
総
踊
り
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
い
ま
で
は
、
５
０
０
０
人
以
上

の
踊
り
手
が
集
う
八
代
の
夏
の
風
物
詩
で
す
。

こ
の
機
会
に
八
代
の
盆
踊
り
を
み
ん
な
で
踊
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
幼
い
頃
に
踊
っ
た
地
元
の
盆
踊
り
に
想
い
を
巡
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。
夜
店
や
駄
菓
子
、
幼
馴
染
み
、
親
戚
、
ご
近
所
さ
ん
…
…
。

あ
の
人
は
今
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ

う
、
あ
そ
こ
は
ど
ん
な
風
に
か
わ
っ
た

だ
ろ
う
か
と
、
ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
み

な
が
ら
、
八
代
弁
で
た
く
さ
ん
話
を
し

ま
せ
ん
か
。

今
年
の
関
東
地
区
同
窓
会
は
、
勝
井

梅
子
会
長
の
新
体
制
の
も
と
、
当
番
幹

事
43
回
生
、
23
回
生
、
33
回
生
、
53
回

生
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
今

年
で
３
年
目
の
会
場
と
な
る
上
野
精
養

軒
さ
ん
で
は
、
過
去
２
年
の
料
理
内
容

を
検
証
し
て
、
よ
り
満
足
度
の
高
い
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
大
好
評
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を

今
年
は
増
量
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

だ
召
し
上
が
っ
て
い
な
い
方
、
今
年
が

チ
ャ
ン
ス
で
す
よ
。

ぜ
ひ
、
ご
友
人
や
ご
家
族
も
誘
っ

て
、
こ
の
夏
の
同
窓
会
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

が
ん
ば
れ
、
熊
本
！　

今
年
も
ふ
る

さ
と
へ
復
興
の
祈
り
を
届
け
ま
し
ょ
う
。
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関
東
地
区
同
窓
会　
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会
長 

勝
井  

梅
子

友
と
の
再
会

元
気
だ
っ
た
 !? 

で
始
ま
る

 

楽
し
い
ひ
と
と
き

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
変
わ
り
な
く
ご
健
勝

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
の
定
期
総
会
に
て
ご
承
認
の
も
と
同
窓

会
会
長
を
お
受
け
い
た
し
ま
し
た
。
歴
史
あ
る

八
代
高
等
学
校
の
関
東
地
区
同
窓
会
会
長
職
の

重
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ま

で
四
氏
の
会
長
の
も
と
14
年
間
副
会
長
を
務
め

ま
し
た
こ
と
、
こ
の
経
験
が
今
後
の
会
の
発
展

に
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
力
不
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
す
が
、
昨
年
熊
本
益
城
で
被

災
し
た
友
と
再
会
し
ま
し
た
。
会
っ
た
瞬
間
、

「
元
気
だ
っ
た
？
」と
話
し
か
け
る
と
す
ぐ
に
、

「
元
気
だ
っ
た
よ
！
」と
笑
顔
で
返
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
だ
辛
い
環
境
に
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
私
に
対
す
る
気
遣
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
後
、
現
地
を
案
内
さ
れ
、
地
震
の
凄

さ
と
明
る
く
振
舞
う
肥
後
の
女
性
の
力
強
さ
を

感
じ
た
一
日
で
し
た
。
一
日
も
早
い
復
旧
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
数
年
当
番
幹
事
、
ま
た
、

若
い
世
代
の
参
加
協
力
を
得
る
こ
と
が
、
な
か

な
か
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
れ
で
も
本
年

は
33
回
生
が
中
心
と
な
り
、
９
月
の
開
催
に
向

け
、
着
々
と
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
関
東
地
区
同
窓
会「
八
虎（
ハ
チ
ト

ラ
）女
子
」（
33
回
生
寅
年
女
子
）が
活
躍
し
ま

す
。「
ふ
る
さ
と
八
代
」を
強
く
感
じ
て
い
た
だ

け
る
企
画
が
用
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
年
も
故
郷
八
代
か
ら
恩
師
、
ご
来
賓
の

方
々
が
ご
出
席
さ
れ
ま
す
。

年
に
一
度
の
同
窓
会
で
す
。
お
互
い
の
健
康

の
確
認
と
八
代
の
近
況
に
つ
い
て
語
り
合
う
よ

い
機
会
で
す
。

そ
し
て
、
若
者
よ
！　

懐
か
し
い
八
代
弁
を

聞
き
、
美
味
し
い
食
事
を
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
東
京
の
父
、
母
に
会
い
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
!!「

元
気
だ
っ
た
？
」「
元
気
だ
っ
た
よ
！
」の
言

葉
が
飛
び
交
う
楽
し
い
同
窓
会
。

会
員
皆
様
の
ご
出
席
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

http://www.85kantou.com/

住所変更もこちらからどうぞ！

ご
出
席
く
だ
さ
る

　
恩
師
・
来
賓
の
方
々

　　

お
忙
し
い
中
、
総
会
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
る
先
生
・
来
賓
の
方
々
で
す
。

　

ま
た
、
当
番
幹
事
に
ゆ
か
り
の
深
い
先
生

方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
恩
師

滝
本
　
勝
輝 

先
生（
数
学
）

串
山
　
和
也 

先
生（
生
物
）

■
来
賓

熊
本
県
立
八
代
高
等
学
校
・
中
学
校

校
長
　
山
本
　
朝
昭 

先
生

八
代
高
校
同
窓
会

会
長
　
　
　
村
山
　
忍 

様（
高
14
回
）

事
務
局
長
　
渡
邊
　
亮
一 

様（
高
22
回
）

※
本
校
同
窓
人
事
に
関
し
て
は
、
理
事
会

承
認
済
み
。
8
月
26
日
の
同
窓
会
で
就

任
。

今年も
くまモン来る
…かも

役員人事のお知らせ
昨年（2016年）の総会で承認された同窓会役
員は次の通りです。

会　　　長　勝井　梅子（高21回）新任
副　会　長　有田　幸生（高28回）重任
副　会　長　立居場誠治（高29回）重任
副　会　長　上田　栄治（高31回）重任
副　会　長　齋藤　美沙（高33回）重任
副　会　長　香山　俊已（高36回）重任
副　会　長　新崎　聖佳（高37回）新任
監　査　役　田原　公正（高27回）重任
監　査　役　上野　　悟（高35回）新任
事 務 局 長　後本　一幹（高21回）新任
事務局補佐　中村　静雄（高19回）新任

今年は上野で夏祭り！
9月2日（土）上野精養軒に来なっせ!!
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古
賀
由
美
子

北
岡
　
浩
二

神
戸
　
愛
子

上
田
　
栄
治

池
田
　
純
子

■
旧
中

◆
賀
来（
西
村
）勝
規（
35
回
）　

高
齢（
97
歳
）の
た
め
、
身
体
不
自
由
。
御

盛
会
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

◆
亀
山
明
生（
47
回
）

元
気
デ
ス
バ
ッ
テ
ン
高
齢
デ
ス
ケ
ン
、
自

重
シ
テ
欠
席
バ
続
ケ
ト
リ
マ
ス
。
陰
ナ
ガ

ラ
御
盛
会
バ
祈
念
シ
マ
ス
。

■
高
女

◆
海
堀（
江
副
）政
子（
41
回
）

ど
う
に
か
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
お
会
い
す
る
事
が
出
来
そ
う

で
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
田
添（
頼
藤
）愛
子（
42
回
）

87
歳
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
も
び
っ
く

り
し
て
い
ま
す
。
東
京
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

人
、
京
都
や
大
阪
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様

も
い
っ
ぱ
い
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
42
回

生
の
皆
様
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
高
校

◆
蓑
田
眞
幸（
２
回
）

思
い
起
こ
す
と
、
昭
和
19
年
6
月
、
疎
開

で
東
京
か
ら
八
中
に
転
校
し
、
同
25
年
3

月
、
八
高
を
卒
業
す
る
ま
で
6
年
近
く

通
っ
た「
八
代
宮
の
鎮
座
し
ま
す
神
域
近

き
学
び
舎
」で
の
あ
れ
こ
れ
が
、
本
当
に

懐
か
し
く
心
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
同
期

の
諸
君
が
出
席
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
有
田（
作
田
）俟
子（
２
回
）

私
も
来
年
は
85
歳
に
な
り
ま
す
が
、
次
回

は
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
出
席
し
た
、
上
野
精
養
軒
は
な
か
な
か

良
か
っ
た
で
す
ね
。

◆
田
方
範
雄（
３
回
）

テ
ニ
ス
で
肩
を
骨
折
し
、
出
席
で
き
ま
せ

ん
が
、
回
復
後
の
来
年
度
は
出
席
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
中
村
照
義（
３
回
）

卒
業
し
て
60
余
年
。
母
校
が
、
先
生
達

が
、
同
期
生
等
が
想
い
出
さ
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。

◆
東
山（
石
井
）鈴
子（
４
回
）

昭
和
27
年（
高
校
４
回
）卒
の
皆
様
に
は
、

長
い
間
、
年
に
何
度
か
お
会
い
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
年
齢
と
と
も
に
大
分
集
ま

る
人
数
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
角
居（
牧
）洋
子（
５
回
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
元
気
に
し

て
い
ま
す
。

◆
稲
崎
和
民（
６
回
）

９
月
に
八
代
に
帰
り
、
友
人
や
親
類
に

会
っ
て
き
ま
す
。

◆
岡
野（
白
木
）克
子（
６
回
）

昨
年
80
歳
を
迎
え
て
、
体
調
を
崩
し
、

や
っ
と
乗
り
越
え
ま
し
た
。
上
京
し
て
52

年
、
八
代
は
遠
く
な
り
ま
し
た
。
上
野
ま

で
は
新
幹
線
1
本
。
体
調
次
第
で
す
が
、

参
加
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

◆
大
江（
皆
吉
）三
雄（
７
回
）

同
窓
会
は
欠
席
し
ま
す
が
、
盛
会
を
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

◆
田
中　

徹（
７
回
）

７
回
卒
は
私
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

◆
横
田
智
彰（
８
回
）

８
回
卒
も
高
齢
と
な
り
、
足
腰
が
弱
い
方

が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
同
窓
会
だ
け
は

何
と
か
出
席
し
よ
う
と
、
皆
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
大
勢
集
ま
り
会
場
を

盛
り
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

◆
吉
越（
宮
本
）日
佐
子（
８
回
）

楽
し
い
集
い
、
同
窓
会
が
も
う
来
た
か

と
、
１
年
過
ぎ
る
こ
と
の
早
さ
を
感
じ
、

年
を
感
じ
ま
す
。
新
し
い
顔
に
出
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
参
加
し
ま
す
。

◆
山
田
堅
治（
９
回
）

３
年
ほ
ど
東
京
を
離
れ
九
州
小
倉
に
行
っ

て
お
り
ま
し
た
、
東
京
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
健
康
の
許
す
限
り
出
席
す
る
つ

も
り
で
す
。

◆
前
村
大
成（
９
回
）

熊
本
大
地
震
後
は
氷
川
町
の
留
守
宅
に
ト

ン
ボ
返
り
の
帰
省
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
静

か
な
老
後
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
吉
澤（
辻
野
）直
子（
10
回
）

は
じ
め
て
の
出
席
で
す
。
皆
様
に
お
会
い

す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
兼
丸（
岡
田
）和
子（
10
回
）

予
定
が
あ
り
、
残
念
で
す
。
毎
日
６
千
歩

を
目
標
に
歩
い
て
い
ま
す
。

◆
綱（
富
田
）春
子（
11
回
）

夫
が
他
界
し
て
３
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

社
会
参
加
に
よ
っ
て
元
気
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
回
は
仕
事
の
た
め
に
欠
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
橋
口
日
出
夫（
12
回
）

烏
丸
、
永
野
、
松
村
、
楢
山
、
隅
田
君
等

と
会
っ
て
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

◆
永
野
新
太
郎（
12
回
）

週
6
日
、
近
所
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
毎

日
泳
い
で
元
気
に
や
っ
て
い
ま
す
。
毎
晩

の
球
磨
焼
酎
が
楽
し
み
で
す
。

◆
井
上（
寺
本
）淳
子（
13
回
）

都
合
が
つ
か
ず
、
数
年
欠
席
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
同
窓
生
と
の
再
会
を
楽

し
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
上
村　

稔（
13
回
）

卒
業
後
55
年
経
ち
ま
す
。
参
加
し
た
い
の

で
す
が
、
八
代
に
帰
省
中
の
た
め
、
参
加

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
同
窓
会

を
大
い
に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
野
村
茂
之（
14
回
）

奈
良
の
自
宅
を
空
家
に
し
、
夫
婦
で
中
野

区
住
ま
い
で
す
。

◆
鷹
野
邦
祐（
14
回
）

14
回
生
は
こ
こ
何
年
も
出
席
者
が
い
な
く

て
、
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
伊
東（
辻
）昌
子（
15
回
）

変
わ
ら
ず
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
本
田
信
男（
16
回
）

毎
年
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
、

元
気
な
人
は
是
非
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
あ
の
日
の
青
春
を
！

◆
広
井（
川
北
）絹
子（
16
回
）

今
年
も
皆
様
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
く
ま
モ
ン
に
も
会
い
た
い
で

す
ね
。

◆
荒
牧（
三
宅
）素
子（
17
回
）

５
年
前
に
脳
内
出
血
で
倒
れ
、
今
は
車
イ

ス
生
活
、
ど
こ
に
も
出
か
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
全
快
し
た
ら
、
ま
た
出
席
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
福
田
俊
幸（
18
回
）

今
回
は
久
し
ぶ
り
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
元
村
隆
吉（
18
回
）

今
年
も
参
加
し
ま
す
。
32
回
生
の
方
々
、

今
年
も
幹
事
を
担
当
い
た
だ
く
と
の
こ
と

で
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
清
水　

博（
19
回
）

平
成
27
年
４
月
か
ら
仙
台
市
に
住
ん
で
い

ま
す
。

◆
岩
﨑
日
出
巳（
19
回
）

妻
と
出
席
し
ま
す
。
４
月
の
熊

本
地
震
で
は
宮
原
の
実
家
に
い

て
被
災
し
ま
し
た
。
幸
い
家
屋

は
大
丈
夫
で
し
た
が
、
心
身
の

ダ
メ
ー
ジ
は
と
て
も
大
き
か
っ

た
で
す
。
同
窓
会
で
心
か
ら
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
が
出
来
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
田
川　

徹（
19
回
）

八
代
に
戻
り
２
年
半
。
母
と
二

人
の
生
活
。
東
京
へ
帰
っ
た
ら

必
ず
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
！

◆
岡
公
児（
20
回
）

案
内
広
告
は
出
せ
ま
せ
ん
が
、

美
智
子
ち
ゃ
ん
と
待
っ
て
い
ま

す
。
語
り
明
か
し
ま
し
ょ
う
‼

◆
横
田（
川
崎
）眞
澄（
21
回
）

母
の
調
子
が
こ
の
と
こ
ろ
思
わ

し
く
な
く
、
八
代
へ
行
っ
た
り

来
た
り
に
な
り
そ
う
で
す
。

◆
後
本
一
幹（
21
回
）

「
同
窓
会　

案
内
届
い
て　

ダ

イ
エ
ッ
ト
」「
同
窓
会　

顔
よ
り

先
に　

頭
見
る
」

◆
池
上（
丸
吉
）伸
子（
22
回
）

昨
年
秋
に
熊
本
へ
転
居
し
ま
し

た
。
４
月
の
熊
本
地
震
で
多
少

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
幸
い

に
も
人
的
に
は
無
傷
で
し
た
。

◆
牧　

弘
法（
23
回
）

本
年
８
月
、
次
女
夫
婦
と
共
に

八
王
子
市
に
住
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

◆
山
本
克
文（
24
回
）

精
養
軒
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
素

晴
ら
し
く
、
料
理
も
お
い
し
い

の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
昨
年
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
ぜ
ひ

食
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
松
永
信
一（
25
回
）

お
盆
は
帰
省
し
ま
し
た
。
地
面

に
少
し
ヒ
ビ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
家
屋
に
は
影
響
が
な
く
安

心
し
ま
し
た
。

◆
澤　

博
彦（
26
回
）

福
岡
に
移
転
し
ま
し
た
。

◆
藤
本（
宮
田
）涼
子（
27
回
）

な
ん
と
今
年
還
暦
を
迎
え
ま

す
。
そ
ん
な
に
長
く
生
き
て
き

た
か
な
ぁ
と
い
う
ほ
ど
、
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
今
春
、
や

昨年（平成28年度）の総会への出欠葉書に
書き添えられた同窓生のメッセージです。

（2）

熊
本
県
立
八
代
高
等
学
校

関
東
地
区
同
窓
会

会
長 

勝
井
梅
子
（
高
21
回
卒
）

自
宅 

〒
１
８
９
│
０
０
２
３

東
京
都
東
村
山
市
美
住
町
１
│
４
│
１

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
一
番
町
８
│
３
０
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
２
３
│
９
４
│
０
７
３
３

あ
な
た
の
相
続
税
申
告
予
約
受
付
中
！

税
理
士　

後の
ち

本も
と

一か
ず

幹み
き

（
高
21
回
卒
）

東
京
都
東
大
和
市
向
原
３
│
９
０
０
│
２
３

電
話　

０
４
２
│
５
６
３
│
９
２
１
８

司
法
書
士
平
野　
智
幸
（
高
17
回
卒
）

〒
１
６
３
│
０
２
０
８

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
６
番
１
号

新
宿
住
友
三
角
ビ
ル
８
階

電　

話　

０
３
│
６
３
０
２
│
０
９
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
│
６
３
０
２
│
０
９
４
８

メ
ー
ル　

hirano.sank@
gm

ail.com

エ
コ
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
設
計
施
工
（
特
許
）

厚
生
労
働
省
指
定　

認
定
番
号
３
０
１
号

生
ゴ
ミ
消
滅
型
設
備
・
厨
房
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
施
工

有
限
会
社
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
オ
ー
ノ

大
野
照
雄
（
高
６
回
卒
）

〒
１
８
７
│
０
０
４
４　

東
京
都
小
平
市
喜
平
町
３
│
１
│
６
│
１
０
７

電
話
０
４
２
│
３
２
３
│
７
５
０
６

同窓生からの
メッセージ

熊本地震で被災された皆様に心からお見舞い申し上げます

新会長と高女の方々

受付

新役員

31回生
くらぶ

♪♫ ♬
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（3）

 

松
尾

　
賢
治 

先
生

 

（
英
語
）

私
は
昭
和
53
年
か
ら
5
年
間
八
高
に
勤

務
致
し
ま
し
た
。

今
、
こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
八
高
の

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見
て
お
り
ま
す
。
関

東
、
関
西
方
面
へ
の
修
学
旅
行
、
体
育

祭
、
文
化
祭
な
ど
な
つ
か
し
い
思
い
出
と

と
も
に
せ
つ
な
さ
が
胸
に
込
み
上
げ
て
き

ま
す
。
現
在
、
古
希
を
迎
え
る
年
齢
と
な

り
時
の
流
れ
の
速
さ
を
今
更
な
が
ら
実
感

し
て
お
り
ま
す
。

「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で
は
な

く
心
の
持
ち
方
を
言
う
…
…
時
に
は
20
歳

の
青
年
よ
り
も
60
歳
の
人
に
青
春
が
あ

る
。
年
を
重
ね
た
だ
け
で
は
人
は
老
い
な

い
。
理
想
を
失
う
と
き
初
め
て
老
い
る
。

歳
月
は
皮
膚
に
し
わ
を
増
す
が
、
熱
情
は

失
え
ば
心
は
し
ぼ
む
。」以
上
は
、
幻
の
詩

人
と
言
わ
れ
多
く
の
人
に
共
感
の
輪
を
広

げ
て
き
た
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の「
青

春
」と
言
う
名
の
詩
の
一
節
で
す
。
人
は

成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
り
、
心
の
持

ち
方
次
第
で
は
ど
れ
だ
け
で
も
若
々
し
く

な
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル

マ
ン
の
言
葉
を
か
み
し
め
て
、
残
さ
れ

た
人
生
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、

願
っ
て
お
り
ま
す
。

八
高
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
、

ま
す
ま
す
の
飛
翔
・
発
展
を
、
心
よ
り
祈

念
致
し
ま
す
。

丁
畑

　
佐
代 

先
生

理
科（
生
物
）

関
東
地
区
同
窓
会
へ
の
ご
案
内
、
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

懐
か
し
さ
一
杯
で
お
会
い
し
た
い
の
で

す
が
、
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
？

八
高
に
18
年
間（
25
〜
43
才
ま
で
）勤
務

し
て
、
異
動
で
出
て
い
く
時
に
は
涙
が
溢

れ
ま
し
た
。
八
高
生
気
質
が
大
好
き
で
い

つ
も
見
て
い
た
風
景
が
セ
ピ
ア
色
に
染
ま

り
、
こ
ん
な
に
も
八
高
生
に
思
い
入
れ
が

深
か
っ
た
の
か
と
自
分
の
心
に
驚
い
た
こ

と
を
想
い
出
し
て
い
ま
す
。
生
物
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
が
、
人
間
の
体
や
脳
は
よ

く
で
き
て
い
て
た
い
し
た
も
の
だ
と
実
感

す
る
体
験（
３
つ
あ
り
ま
す
が
、
授
業
の

雑
談
に
使
え
る
？
）も
あ
り
、
こ
の
年
齢

に
な
っ
て
感
動
す
ら
覚
え
ま
す
。
い
く
つ

に
な
っ
て
も
、
開
発
は
で
き
る
も
の
で
す

ね
。同

窓
会
の
お
世
話
も
し
な
が
ら
現
職
で

お
忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
皆
様
、
そ

の
延
長
線
上
に
は
素
晴
ら
し
い
繋
が
り
と

素
敵
な
時
間
が
待
っ
て
い
ま
す
よ
。

く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
さ
れ
て
、
先

楽
し
み
で
ご
活
躍
下
さ
い
ま
せ
。�

合
掌

中
元

　
義
明 

先
生

（
英
語
）

皆
様
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
33
回
生（
昭

和
56
年
３
月
卒
）で
、
平
成
２
年
４
月
か

ら
平
成
８
年
３
月
ま
で
英
語
の
教
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
中
元
義
明
で
す
。

八
高
関
東
地
区
同
窓
会
報
に
は
平
成
21

年
度
版
に
も
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
と
き
は
熊
本
北
高
校
に
勤
務
し

て
い
た
の
で
す
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
宇

土
高
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
な
ん
と

「
社
長
」こ
と
髙
木
和
彦
先
生
と
十
数
年
ぶ

り
に
同
勤
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
も
た

ま
に
お
会
い
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
社
長
は
若
い
頃
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い

な
ぁ
…
。」と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
久
し
ぶ
り
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
を

開
い
て
見
て
み
る
と
実
は
随
分
変
わ
っ
て

い
ま
し
た（
私
ほ
ど
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
…
）。

そ
れ
か
ら
、
平
成
８
年
３
月（
48
回
）卒

の
Ｔ
君
の
弟
が
、
今
春
宇
土
中
学
校
に
転

勤
し
て
来
ま
し
た
。
宇
土
高
は
、
八
高
と

同
じ
く
、
中
高
一
貫
教
育
校
併
設
型
高
校

で
す
。
Ｔ
君
の
弟
と
は
熊
本
北
高
校
で
も

同
勤
し
、
教
科
も
同
じ
英
語
で
す
。
た
ま

に
お
兄
さ
ん
の
こ
と
を
話
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
び
に
Ｔ
君
は
く
し
ゃ
み
を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

宇
土
中
と
言
え
ば
、
平
成
３
年（
43
回
）

卒
の
Ｍ
先
生（
数
学
）と
平
成
７
年（
47
回
）

卒
の
Ｙ
先
生（
社
会
）も
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
言
え
ば
、
お
隣
の
鶴
城
中
に
は

平
成
５
年（
45
回
）卒
の
Ｎ
先
生（
英
語
）

が
勤
務
さ
れ
て
い
て
、
私
が（
老
体
に
鞭

打
っ
て
）研
究
授
業
を
し
た
際
、
わ
ざ
わ

ざ
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
緊
張
し

ま
し
た
。
教
え
子
と
の
再
会
は
と
て
も
書

き
切
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
八
高
勤
務
時
代
に
同
勤
し
て
い

た
勝
木
孝
敏
先
生（
国
語
）・
中
村
悌
先
生

（
国
語
）・
小
野
信
代
先
生（
社
会
）清
村
純

一
郎
先
生（
数
学
）・
浜
田
敏
彦
先
生（
事

務
）等
の
諸
先
生
方
と
も
再
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
の
熊
本
地
震
で
は
、
私
の
実
家

（
植
柳
小
・
三
中
で
す
）も
含
め
て
、
八
代

は
さ
ほ
ど
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う

で
胸
を
な
で
下
ろ
し
ま
し
た
が
、
今
年
は

梅
雨
明
け
前
に
台
風
も
来
て
、
7
月
に
は

い
っ
て
か
ら
は
大
雨
で
す
。
被
害
が
な
い

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
今
後
の
八
高
と

関
係
諸
氏
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
つ

つ
、
筆
を
置
き
ま
す
。

恩
師
の
方
々
の
近
況

　
今
回
の
関
東
地
区
同
窓
会
の

開
催
に
あ
た
っ
て
、
懐
か
し
い

恩
師
、
特
に
当
番
幹
事
が
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
方
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

熊本県立八代高等学校関東地区同窓会平成28年度収支報告書
（自：平成28年４月１日　至：平成29年３月31日）  単位：円

収入の部 金　　額 支出の部 金　　額
前年度繰越金 2,668,517 総会祝宴費 2,187,212 
年会費収入 781,000 物産展仕入 120,629 
宴会費収入 2,018,000 通信費 273,937 
祝金収入 155,000 事務用品費 32,171 
寄付金収入 542,808 支払手数料 70,594 
会報広告収入 180,000 印刷費 323,531 
物産展収入 135,000 招待費 160,684 
写真収入 57,600 慶弔関係費 50,000 
前受金 24,000 幹事活動費 36,851 
受取利息 9 事務局活動費 48,845 

翌年度繰越金 3,257,480 

収入の部合計 6,561,934 支出の部合計 6,561,934 

（注）事務局手持現金 58,028
三井住友銀行神田支店（普通預金）
ゆうちょ銀行東日本橋三（振替口座）
貯蔵品（はがき・切手）

843,653 
2,355,119 

680 

合計 3,257,480円

上記収支決算につき監査の結果適正と認めます。
平成29年6月24日 監査委員　 田原公正　㊞

上野　悟　㊞
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齋
藤
美
沙（
高
33
回
卒
）

企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷

や
郊
外
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

同
級
生
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、「
同
級

生
っ
て
い
い
な
ぁ
」と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
今
年
も
参
加
し
ま
す
。

◆
平
本
克
己（
27
回
）

還
暦
同
窓
会
で
し
た
の
で
、
参
加
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
所
用
と
重
な
り
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
宮
永
尚
人（
28
回
）

山
口
県
に
転
居
し
ま
し
た
。

◆
末
山
順
二（
29
回
）

現
在
高
松
に
住
ん
で
い
ま
す
。

◆
西
内（
野
田
）恵
美
子（
30
回
）

熊
本
地
震
で
、
八
代
に
身
内
が
い
る
者
と

し
て
は
心
配
ば
か
り
の
日
々
で
す
が
、
こ

ん
な
時
こ
そ
卒
業
生
の
方
達
と
会
っ
て
、

元
気
を
も
ら
い
た
い
！　

楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

◆
高
木（
福
井
）浩
子（
31
回
）

昨
年
結
婚
し
、
静
岡
に
転
居
し
ま
し
た
。

◆
沼
口（
潮
崎
）浩
子（
31
回
）

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
熊
本
の
大
地
震
。

何
が
出
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
母
校

の
同
窓
会
は
、
郷
里
を
離
れ
て
暮
ら
す
私

た
ち
同
郷
人
に
、
見
え
な
い
絆
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

◆
小
牧（
渕
上
）ち
ず
る（
32
回
）

初
め
て
参
加
し
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
小
崎
照
和（
33
回
）

来
年
は
必
ず
出
席
し
ま
す
。

◆
齋
藤
浩
一（
33
回
）

29
年
は
、
下
が
３
回
卒
の
学
年
が
当
番
で

す
。
同
期
の
皆
さ
ん
、
●
3
の
学
年
の

方
々
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

◆
藤
田（
水
本
）佳
鶴
子（
34
回
）

震
災
後
、
熊
本
城
の
哀
し
い
姿
に
涙
が
で

ま
し
た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
郷
里
を
応
援
、

大
切
で
す
ね
。

◆
永
島（
野
坂
）ち
あ
き（
36
回
）

震
災
で
旧
友
た
ち
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ

と
が
増
え
ま
し
た
。
年
1
回
の
同
窓
会
は

出
席
し
ま
す
。

◆
栗
山（
城
下
）智
佐（
37
回
）

高
野
茂
樹
先
生
は
高
1
の
時
の
担
任
で
、

お
会
い
し
た
か
っ
た
の
で
、
残
念
で
す
。

◆
岡
田
公
孝（
38
回
）

昨
年
ま
で
、
一
時
関
西
同
窓
会
に
お
世
話

に
な
り
、
勤
務
の
関
係
で
、
今
年
は
ま
た

関
東
同
窓
会
に
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
毎
年
懐
か
し
い
顔
と
再
会
で

き
る
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
り
、

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
宮
尾
伸
一（
40
回
）

今
年
熊
本
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

引
っ
越
し
て
す
ぐ
に
震
災
に
あ
い

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
元
気
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

◆
倉（
徳
冨
）五
月（
41
回
）

故
郷
を
と
も
に
す
る
皆
様
と
、
思

い
を
は
せ
る
ひ
と
時
に
な
れ
ば
と

願
い
つ
つ
、
参
加
い
た
し
ま
す
。

◆
小
山（
升
田
）亜
希
子（
46
回
）

同
窓
会
の
写
真
、
皆
さ
ん
楽
し
そ

う
で
す
ね
。
都
合
が
合
え
ば
参
加

し
た
い
で
す
。

次
世
代
・
国
際
化
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
人
と
技
術
を
通
じ
て
創
造
す
る

Ｎ
Ｅ
Ｘ
−Ｃ
Ｏ
Ｒ
（
次
世
代
創
造
協
同
組
合
）

　
代
表
理
事 

香
山　
俊
巳
（
高
36
回
卒
）

（
株
式
会
社
ケ
イ
ズ
ビ
ュ
ー
　
代
表
取
締
役
）

〒
１
０
１
│
０
０
６
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/

み組の人、集合！

３回、13回、23回、33回、
43回、53回、63回 は
『み（３）組』ですよ～
力を合わせて、今年の
同窓会を盛り上げま
しょう。

熊本地震で被災された皆様に心からお見舞い申し上げます

物産店

アトラクション

み

わっ
しょ

い

わっしょい



■熊本県立八代高等学校関東地区同窓会会報■（平成29年度）

　各種お知らせ、住所変更などは、ホームページから　http://www.85kantou.com/

会

費

納

入

者

●
旧
中（
３
名
）賀
来
勝
規
、
米
正
七
、
佐

藤
包
英

●
高
女（
２
名
）佐
藤
正
子
、
古
川
勇
美
子

●
併
中（
１
名
）森
原
誠
也

●
高
１
回（
２
名
）吉
野
新
平
、
大
田
政
伸

●
高
２
回（
２
名
）大
石
秀
敏
、
野
田
宗
典

●
高
３
回（
５
名
）大
森
将
雄
、
中
村
照

義
、
遠
山
繁
、
田
方
範
雄
、
塩
田
克
弘

●
高
４
回（
１
名
）阿
部
明
子

●
高
５
回（
８
名
）角
居
洋
子
、
本
田
大

三
郎
、
田
川
信
俊
、
宮
本
三
喜
彦
、
山
口
哲

哉
、
小
野
モ
ト
ミ
、
川
北
貞
雄
、
小
林
映
子

●
高
６
回（
３
名
）小
堀
昭
治
、
松
浦
省

吾
、
徳
住
幾
子

●
高
7
回（
２
名
）田
中
徹
、
島
崎
末
義

●
高
8
回（
11
名
）城
戸
哲
也
、
石
田
正

子
、
黒
田
宗
城
、
土
肥
昭
子
、
渡
辺
真
喜

代
、
小
幡
純
子
、
南
俊
輔
、
坂
口
実
、
吉

見
勝
人
、
篠
田
史
子
、
山
本
安
男

●
高
9
回（
４
名
）山
﨑
淳
子
、
沖
村
好

清
、
碓
井
淑
子
、
大
野
勝
義

●
高
10
回（
11
名
）兼
丸
和
子
、
橋
口
健

治
、
白
石
武
、
冨
田
慶
子
、
野
田
加
代

子
、
大
和
田
洋
子
、
林
田
龍
起
、
白
谷
光

保
、
塩
谷
正
司
、
田
原
弘
徳
、
岩
本
昌
枝

●
高
11
回（
８
名
）小
國
大
作
、
戸
崎
裕

子
、
桑
本
健
次
、
綱
春
子
、
大
塚
兼
三
郎
、

福
岡
泰
秀
、
松
岡
誠
也
、
古
谷
紀
代
美

●
高
12
回（
６
名
）冨
永
正
徳
、
小
島
精

也
、
佐
伯
雅
子
、
松
山
稔
、
井
口
慎
介
、

寺
門
三
智
子

●
高
13
回（
４
名
）長
野
洋
子
、
横
田
忠

道
、
上
村
稔
、
大
塚
実

●
高
14
回（
７
名
）竹
田
興
、
河
村
慎
一
、

坂
口
浩
、
加
藤
美
津
子
、
鈴
木
道
子
、
鷹

野
邦
祐
、
野
村
茂
之

●
高
15
回（
７
名
）石
原
久
美
子
、
宮
崎
尭

子
、
千
野
哲
夫
、
伊
東
昌
子
、
西
村
勝

利
、
井
村
順
一
、
柏
木
篤
子

●
高
16
回（
２
名
）白
瀬
敏
子
、
赤
松
達
雄

●
高
17
回（
３
名
）山
口
憲
光
、
飯
田
祐
矩

子
、
福
原
睦
子

●
高
18
回（
３
名
）熊
田
章
子
、
小
野
陽

子
、
北
山
継
久

●
高
19
回（
10
名
）江
原
保
、
桂
か
よ
子
、

木
下
健
次
、
徳
永
恭
一
、
森
本
初
世
、
河

部
計
一
朗
、
村
島
和
夫
、
前
田
伸
治
、
村

上
洋
子
、
須
藤
春
美

●
高
20
回（
３
名
）坂
本
泰
博
、
竹
内
明
英

関
広
明

●
高
21
回（
４
名
）小
原
え
り
子
、
小
林
あ

さ
子
、
田
浦
康
子
、
倉
林
佐
代
子

●
高
22
回（
１
名
）有
馬
実
義

●
高
23
回（
７
名
）遠
山
洋
子
、
馬
城
文

雄
、
秋
山
洋
子
、
白
坂
郁
代
、
宮
崎
真
智

子
、
佐
川
陽
子
、
宮
浦
弘
兒

●
高
24
回（
４
名
）森
山
文
、
吉
見
正
裕
、

市
村
裕
子
、
足
立
ミ
キ

●
高
25
回（
３
名
）田
上
幸
恵
、
奈
倉
ち
さ

子
、
松
永
信
一

●
高
26
回（
６
名
）藤
崎
護
、
百
原
昌
彦
、

宮
城
ひ
と
み
、
西
田
良
江
、
緒
續
英
章
、

嶋
村
絹
子

●
高
27
回（
１
名
）河
野
武

●
高
28
回（
２
名
）岡
村
克
也
、
宮
城
昭
一

●
高
29
回（
３
名
）宮
本
保
之
、
露
木
直

美
、
樋
口
典
代

●
高
30
回（
２
名
）萩
本
健
吾
、
赤
迫
伸
一

高
31
回（
３
名
）田
中
英
三
郎
、
小
目
谷
照

美
、
永
松
裕
美
子

●
高
32
回（
２
名
）遠
山
和
人
、
永
松
陽
一

高
34
回（
７
名
）石
原
真
実
、
長
田
悠
子
、

山
本
等
、
瀧
下
啓
介
、
吉
松
宏
章
、
太
田

貴
子
、
西
村
敏
信

●
高
35
回（
２
名
）市
川
邦
枝
、
高
山
真
由
美

●
高
36
回（
６
名
）石
井
貴
子
、
岩
男
久
美

子
、
駒
屋
智
代
、
森
田
晋
子
、
合
志
晶

子
、
渕
野
登
美
子

●
高
37
回（
１
名
）北
口
保

●
高
38
回（
５
名
）平
井
信
行
、
近
藤
清

美
、
林
暢
子
、
西
大
條
香
、
河
野
理
恵
子

●
高
40
回（
１
名
）宮
尾
伸
一

●
高
41
回（
１
名
）松
田
好
功

●
高
46
回（
１
名
）小
山
亜
希
子

●
高
47
回（
２
名
）渡
邊
篤
志
、
田
上
博
道

出

席

者

●
高
女（
３
名
）田
添
愛
子
、
安
部
富
美

子
、
海
堀
政
子

●
高
２
回（
１
名
）蓑
田
真
幸

●
高
３
回（
１
名
）野
々
口
哲
朗

●
高
４
回（
２
名
）村
橋
恒
夫
、
倉
澤
園
子

●
高
５
回（
１
名
）亀
山
昭
年

●
高
６
回（
４
名
）大
野
照
雄
、
平
井
信

雄
、
坂
西
吉
郎
、
本
村
佶
英

●
高
8
回（
26
名
）松
永
章
、
横
田
智
彰
、

濱
田
忠
嗣
、
岩
坂
照
、
勝
野
良
平
、
小
橋

明
義
、
角
田
博
昭
、
緒
方
健
吉
、
堀
田
欽

也
、
吉
川
惇
一
、
平
岡
昌
次
、
高
嶺
朝

映
、
野
田
勝
、
徳
井
溢
子
、
徳
永
キ
ミ

エ
、
磯
川
美
穂
子
、
坂
口
八
代
子
、
小
田

智
子
、
足
達
康
好
、
弓
削
鈴
子
、
緒
方
光

子
、
緒
方
久
信
、
吉
越
日
佐
子
、
坂
根

操
、
百
武
末
子
、
佐
藤
凉
子

●
高
９
回（
８
名
）田
口
武
、
藤
田
典
生
、

岡
部
昭
三
、
浜
津
国
夫
、
前
村
大
成
、
山

田
堅
治
、
正
山
直
明
、
成
川
允
子

●
高
10
回（
５
名
）守
屋
充
男
、
野
田
芳

雄
、
松
本
龍
治
、
吉
澤
直
子
、
野
口
勇

●
高
11
回（
１
名
）田
口
由
紀
子

●
高
13
回（
８
名
）清
水
亮
、
谷
澤
道
雄
、

平
井
逸
雄
、
斎
藤
文
吾
、
西
田
靖
久
、
彌

富
弘
子
、
池
田
良
子
、
井
上
淳
子

高
15
回（
15
名
）山
口
弘
明
、
矢
野
陸
男
、

沖
田
哲
雄
、
相
良
公
美
、
小
堀
宗
武
、
福

田
祐
輔
、
河
田
俊
彦
、
島
津
忠
昭
、
藤
由

征
子
、
芳
川
千
鶴
子
、
佐
々
木
絹
子
、
三

木
博
美
、
岩
井
篤
子
、
見
城
幸
子
、
野
口

鮎
子

●
高
16
回（
４
名
）川
上
健
一
、
本
田
信

男
、
田
原
謙
治
、
守
山
鎮
洋
、

●
高
17
回（
６
名
）平
野
智
幸
、
田
上
幸

雄
、
野
中
裕
、
八
間
川
憲
慶
、
能
登
喜
代

美
、
渡
辺
直
躾

●
高
18
回（
３
名
）元
村
隆
吉
、
福
田
俊

幸
、
高
野
仁
志

●
高
19
回（
８
名
）内
藤
定
芳
、
中
村
静

雄
、
田
方
次
則
、
川
口
裕
介
、
山
﨑
孝

助
、
松
本
知
子
、
岩
﨑
日
出
美
、
岩
﨑
千

江
子

●
高
20
回（
15
名
）折
木
良
一
、
佐
伯
憲

昭
、
今
岡
成
友
、
岡
公
児
、
星
田
孝
夫
、

山
口
徳
丸
、
尾
村
博
幸
、
伊
藤
文
博
、
古

田
尊
士
、
河
合
敏
夫
、
星
澄
雄
、
窪
田

格
、
吉
川
秀
樹
、
長
谷
川
美
智
子
、
由
川

晴
子

●
高
21
回（
10
名
）園
部
潤
、
大
蔭
富
士

雄
、
桑
原
敬
二
、
中
山
道
雄
、
鶴
山
剛
、

後
本
一
幹
、
沼
田
純
一
、
勝
井
梅
子
、
山

﨑
照
子
、
相
馬
り
え
子

●
高
22
回（
７
名
）福
田
龍
之
介
、
川
畑
房

二
郎
、
畑
田
和
行
、
大
川
邦
子
、
田
村
み

よ
子
、
中
台
あ
し
子
、
庄
司
訓
子

●
高
23
回（
３
名
）植
村
数
之
、
牧
弘
法
、

宮
浦
京
子

●
高
24
回（
６
名
）山
本
克
文
、
岩
下
治
、

緒
方
健
一
、
左
座
泰
良
、
林
田
正
弘
、
狩

野
聖
子

●
高
26
回（
15
名
）高
盛
達
也
、
米
村
惣
太

郎
、
橋
本
博
美
、
園
部
薫
、
森
上
浩
一
、

大
川
博
正
、
宮
嶋
直
、
上
四
元
豊
明
、
沖

住
智
、
鋤
田
五
郎
、
野
尻
丈
文
、
澤
田
厚

子
、
寺
本
幹
子
、
櫻
井
美
智
子
、
喜
多
公
子

●
高
27
回（
３
名
）田
原
公
正
、
鳴
田
幸

良
、
藤
本
涼
子

●
高
28
回（
３
名
）田
原
裕
、
有
田
幸
生
、

岩
崎
幸
代

●
高
29
回（
３
名
）梶
田
壽
彦
、
立
居
場
誠

治
、
末
廣
照
一
郎

●
高
30
回（
５
名
）梶
村
智
、
松
永
洋
子
、

西
内
恵
美
子
、
中
部
加
代
子
、
金
藤
久
美
子

●
高
31
回（
６
名
）上
田
栄
治
、
佐
伯
章

二
、
沼
口
浩
子
、
古
賀
由
美
子
、
池
田
純

子
、
味
村
明
子

●
高
32
回（
13
名
）藤
澤
勇
二
、
松
本
達

郎
、
豊
島
慎
一
郎
、
角
田
勝
、
柴
田
覚

尊
、
小
牧
ち
ず
る
、
松
田
智
子
、
藤
田
順

子
、
伊
土
直
美
、
久
保
田
ま
や
、
伊
藤
啓

子
、
高
橋
恵
子
、
宮
崎
牧
江

●
高
33
回（
５
名
）齋
藤
美
沙
、
齋
藤
浩

一
、
緒
方
宏
幸
、
石
本
玲
子
、
角
田
久
美
子

●
高
34
回（
４
名
）下
川
芳
春
、
本
岩
孝

之
、
金
子
浩
之
、
藤
田
佳
鶴
子

●
高
35
回（
３
名
）上
野
悟
、
頼
藤
竜
一
、

長
島
順
子

●
高
36
回（
10
名
）下
川
忍
、
松
嶋
清
夫
、

古
川
洋
之
、
香
山
俊
已
、
木
村
一
、
清
田

逸
雄
、
谷
川
龍
次
、
田
中
み
お
、
永
島
ち

あ
き
、
遠
山
加
奈

●
高
37
回（
３
名
）西
崎
英
治
、
斉
藤
啓

二
、
新
崎
聖
佳

●
高
38
回（
４
名
）磧
本
憲
明
、
小
早
川
宗

弘
、
岡
田
公
孝
、
水
本
浩
二

●
高
39
回（
３
名
）草
野
広
道
、
石
村
尚

文
、
酒
井
美
和

●
高
40
回（
４
名
）木
村
真
理
、
木
村
英

寿
、
澤
永
宜
孝
、
山
内
達
男

●
高
41
回（
２
名
）倉
五
月
、
松
永
敬
介

●
高
48
回（
１
名
）坂
本
友
和

●
高
52
回（
１
名
）角
心
理
枝
子

●
高
53
回（
１
名
）橋
本
彩

●
高
55
回（
１
名
）遠
山
昇
司

●
高
58
回（
１
名
）前
川
真
梨
絵

●
同
伴（
１
名
）天
野
和
子

物

故

者

●
佐
藤
包
英（
旧
中
44
回
）

●
桑
原
邦
博（
旧
中
45
回
）

●
佐
野
力（
旧
中
47
回
）

●
山
崎
も
り（
高
女
22
回
）

●
由
川（
木
下
）主
基
子（
高
女
31
回
）

●
松
本（
吉
永
）レ
イ（
高
女
35
回
） 

●
五
味（
吉
田
）多
美
子（
高
女
43
回
）

●
松
原
卓（
高
校
４
回
）

●
奥
原
敏
雄（
高
校
４
回
）

●
村
山
譲（
高
４
回
）

●
山
口（
垣
田
）縫
子（
高
校
５
回
）

●
打
田（
井
上
）礼
子（
高
校
５
回
）

●
深
田
二
義（
高
６
回
）

●
後
藤
侃
二（
高
７
回
）

●
山
本（
小
室
）か
を
り（
高
７
回
）

●
亀
山
鉅（
高
８
回
）

●
永
田
宏（
高
校
10
回
）

●
谷
岡（
西
島
）佳
子（
高
11
回
）

●
大
廣
保
行（
高
校
14
回
）

●
園
田
哲
雄（
高
校
20
回
）

●
田
中
圭
治（
高
校
32
回
）

※
親
族
の
方
よ
り
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
氏
名
等
に
不
備
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度

熊
本
県
立
八
代
高
等
学
校
関
東
地
区
同
窓
会

出
席
者
一
覧
・
会
費
納
入
者
一
覧

（
平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
）

（4）

今
年
の
同
窓
会
も
上
野
精
養

軒
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
交
通
の

便
、
お
料
理
、
従
業
員
の
接

客
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
参
加
さ
れ

た
皆
様
か
ら
評
判
が
良
く
、
お

客
様
フ
ァ
ー
ス
ト
の
精
神
で
お

も
て
な
し
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

幹
事
会
で
上
野
精
養
軒
に
固
定

化
し
よ
う
と
い
う
話
が
出
て
い

ま
す
。
毎
年
９
月
第
１
土
曜

日
の
11
時
30
分
か
ら
の
開
催
で

す
。
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
、
す
べ
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
体
調
を
調
整
し
御
参

加
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
の
同
窓
会
総
会
で
新
会
長
に

決
ま
り
ま
し
た「
梅
ち
ゃ
ん
」こ
と
勝

井
梅
子
氏
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
梅
ち
ゃ
ん
は
、
高
21
回
生
で

八
高
卒
業
後
、
資
生
堂
美
容
部
員
と

し
て
肥
後
の
女
性
を
よ
り
美
人
に
磨

き
、
そ
の
後
、
ご
主
人
の
転
勤
で
東

京
に
移
住
し
ま
し
た
。
関
東
地
区
同

窓
会
に
は
昭
和
63
年
か
ら
毎
年
参
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
東
京
小
金

井
市
で
推
さ
れ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
初

の
女
性
会
長
を
務
め
る
な
ど
活
躍
し

ま
し
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

女
性
の
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
女
性
会
長
の
誕
生

で
八
高
同
窓
会
が
更
に
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
趣
味

の
水
彩
画
は
プ
ロ
級
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
す
。

最
後
に
、
私
ご
と
で
す
が
、
昨
年

の
総
会
で
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
中
村
静
雄
氏
の
力
を
借

り
て
、
微
力
な
が
ら
同
窓
会
の
た
め

に
励
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

（
後
本
記
）

事務局だより

１〜７回

16〜18回

８回

19回

９回

21回

36回

11〜14回

29〜30回

31回


